
Ｎｏ．２５２
佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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算

本

番

が

【
写
真
】

佐
井
村
保
育
所
年
長
組
の
園
児
た
ち
が
楽
し
み
に

し
て
い
た
屋
外
保
育
が
、
ガ
ン
カ
ケ
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
夏
の
太
陽
を
体
い
っ
ぱ
い
に
あ
び
な
が
ら
、
元
気
に
水

遊
び
を
楽
し
む
園
児
立
ち
の
歓
声
が
、
ガ
ン
カ
ヶ
岩
に
こ
だ

ま
し
て
い
ま
し
た
。

・・・Ｓ 主 な 内 容 Ｓ・・

２～５ むらの話題

６ 出稼ぎ現地の

みなさん

７ 国保のしおり

８～９ カメラルポ

１０～１１ 保健婦だより

１２～１３ 父母だより

１４～１５ 税務だより

年金だより

１６ 戸籍の窓



むらの情報を広く掲載いた

します
Ｏ

身近な情報 がありましたら、

総務課まで連絡ください。

「
ラ

。フ

リ

ー
一
さ

い
」

古

里

パ

ッ

ケ

ー

ジ

＝
平
成
二
年
度
第
一
回
発
送
終
え
る
＝

本
州
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
新

鮮
な
山
海
の
幸
を
直
送
し
ま

す
。
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売

事
業
平
成
二
年
度
第
一
回
目
の

発
送
式
が
、
六
月
二
十
日
、
村

お
こ
し
の
拠
点
施
設

。
ア
ル

ザ

ス
”
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業

は
、
年
会
費
二
万
円
で
、
六
月

九
月
、
十
二
月
の
年
三
回
、
特

産
物
を
送
り
届
け
る
シ
ス
テ
ム

で
、
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
、

現
在
の
会
員
数
は
四
〇
八
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

発
送
式
で
は
、
漁
協
、
農
協
、

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
十

三
団
体
か
ら
六
十
人

が
参
加
し

て
、
甘
塩
ウ
ニ
、
フ
キ
の
水
煮

せ
ん
じ
て
飲
め
ば
胃
腸
に
い
い

と
い
う
キ
（

ダ
の
木
の
皮
の
は

か
、
新
登
場
の
ス
モ
ー
ク
サ
ー

モ
ン
、
ま
だ
ら
フ
レ
ー
ク
、
湯

通
し
若
生
い
コ
ン
ブ
な
ど
十
四

品
目

が
、
手
際
よ
く
箱
詰
め
さ

れ
ま
し
た
。

続

い
て
、
村
長
、
議
長
か
ら

「
新

た

な
特

産
物

を
開
発

し

て
、
全
国
に
送
り
出
す
こ
と
が
、

産
業
振
興
、
会
員
の
堀
り
起
こ

し
に
つ
な
が
る
」
と
激
励
。
郵

便
局

の
ト
ラ

。
ク
二
台
に
積
み

込
ま
れ
た
「
ラ

ブ
リ
ー
さ
い
」

古
里
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
北
は
札

幌
、
南
は
宮
崎
ま
で
、
全
国
各

地
に
向
け
て
送
り
出
さ
れ
ま
し

た
。

▲
新
鮮
な
山
海
の
幸
を
詰
め
込
ん
だ

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
古
里
パ
ッ
ケ
Ｌ

ン

佐

井

村

職

員

を

募

集

し

ま

す

平
成
三
年
四
月
一
日
付
け
で

採
用
す
る
佐
井
村
職
員
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

一
般
行
政
事
務
職
員

一
名

水
産
行
政
事
務
職
員

一
名

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係

一
名

▼
年
齢
・
学
歴

・
一
般
行
政
事
務
職
員

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方
で
、

高

等

学
校
以

上

の
卒
業

（
見
込
み
）
の
方
。

・
水
産
行
政
事
務
職
員

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以

後
に
生
ま
れ
た
方
で
、
水

産
高
校
以
上
の
卒
業

（
見

込
み
）

の
方
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以

後
に
生
ま
れ
た
方
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
以

上
の
卒
業
（
見
込
み
）の
方
。

▼
提
出
書
類

圉
受
験
申
込

書
（
自
筆
で
記

人
）

〔
役
場
総
務
課
で
交
付
〕

②
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

証
明
書
及
び
成
績
証
明
書

③
健
康
診
断
書

▼
試
験
日
及
び
場
所

平
成
二
年
九
月
三
十
日
㈲

午
前
十
時
か
ら

青
森
市
内

の
試
験
会
場

▼
試
験
科
目

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査

内
田
ク
レ
ペ
リ
ン
精
神
検
査

な
お
、
後
日
村
で
面
接
試
験

も
行

い
ま
す
。

▼
給
料
等

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
決
定
す
る
。

▼
書
類
の
提
出
期
限

平
成
二
年
八
月
二
十
日
圓

ま

で
、
役
場
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

役
場
総
務
課
ま
で

昔
（
三
八
）
二
一
一
一

佐

井

村

社

会

福

祉
協

議

会

職

員

を

募

集

し

ま

す

▼
採
用
予
定
人
員

技
術
職
員

一
名

事
務
職
員

一
名

▼
受
験
資
格



郡

身

障

者

ス

ポ

ー

ツ

大

会

＝
佐
井
村
チ
ー
ム
総
合
第
四
位
＝

六
月
十
二
囗
、
ヤ
マ
セ
の
吹

く
肌
寒
い
天
候
の
中
、
下
北
郡

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

東
通
村
入
口
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、
郡
内
七
町
村
か

ら
集
ま
っ
た
約
三
百
人
の
選
手

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
体
が
不
自
由

な
人
同
士
の
親
睦
と
交
流
を
深

め
な
が
ら
、
機
能
回
復
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

十
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。

佐
井
村
か
ら
は
二
十
人
の
選

手
が
参
加
し
、
立
ち
幅
跳
び
、

ボ
ー
ル
投
げ
、
や
り
投
げ
な
ど

の
競
技
に
、（

ン
デ
ィ
を
も
の

と
も
し
な
い（

ツ
ス
ル
プ
レ
ー

を
展
開
。
数
少
な
い
選
手
人
員

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
合
四
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

来
年
の
第
二
十
回
大
会
は
、

川
内
町
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
し

い
農
業
委
員
決

ま
る

任
期
満
了
に
伴
う
、
佐
井
村

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

は
、
七
月
十
日
告
示
さ
れ
、
同

日
午
後
五
時
に
立
候
補
届
出
を

締
め
切
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
定
数
十
人
を
超

え
る
立
候
補
者
が
な
く
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。
当
選
者
及
び

選
任
に
よ
る
委
員
は
次
の
方
々

す
。（
番
号
は
届
出
順
）

農

業

委

員

会

長

に

高

橋

利

幸

氏

を

選

任

が

Ｗ佐井村撰汞団

七

月

二

十

日

、

新

し

い

農

業

委

員

に

よ

る

第

一

回

総

会

が
、

津

軽

海

峡

文

化

館
（
ア

ル

ザ

ス
）

で

開

催

さ

れ

、

会

長

に

高

橋

利

幸

氏

、

同

職

務

代

理

者

に

渋

谷

政

治

氏

が

選

任

さ

れ

ま

し

た

。

佐

井

村

農

業

委

員

会

組

織

体

制

会

長

高

橋

利

幸

’

・ｙ
長
職
務
代
理
者

渋

谷

政

治

卜

に

城

匹

会

長

佐

藤

良

一

農

地

部

会

員

藤

田

重

良

々

松

本

定

雄

ク

三

戸

良

一

ク

佐

藤

修

逸

々

上

山

実

農

政

部

会

長

川

谷

繁

雄

農

政

部
会

員

に池
由
・‐

保

雄

ク

松

沢

勝

雄

々

福

田

梅

吉

ク

加

藤

唯

一

農 業 委 員 の み な さ ん

１福 田 梅吉（６５）磯 谷（現）

２渋谷 政治（７１）古 佐井（現）

３川 谷 繁雄（６６）川 目（現 ）

４佐 藤 修逸（４０）原 日］（現 ）

５加 藤 唯一（５２）原 田（現）

６佐 藤 良一（５４）原 田（現）

７松 本 定 雄（６５）原 田（現）

８上 山 實（６１）川 目（新）

９池 田 保雄（６８）原 田（現）

１０藤 田 重 良（７０）原 田（現）

（議会推 薦）

三 戸 良 一

松 沢 勝 雄

下 北農協・下北農業共済推薦）

高 橋 利 幸

・
技
術
職
員

佐
井
村
に
居
住
で
き

る
者

で
、
社
会
福
祉
事
業
法
第

十
八
条
に
規
定
す
る
、
社

会
福
祉
主
事
の
資
格
を
有

す
る
方
。
ま
た
は
高
等
学

校
卒
業
以
上
か
平
成
三
年

三

月

卒

業

見
込

み

の

方

で
、
採
用
後
に
主
事
の
齎

格
を
受
け

る
意
欲
の
あ
る

方
。

・
事
務
職
員

佐
井
村
に
居
住
で
き
る
者

で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
、

ま
た
は
平
成
三
年
三
月
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
平
成

三
年
四
月
一
日
現
在
二
十

五
歳
ま
で
の
方
。

▼
試
験
日
及
び
場
所

平
成
二
年
九
月
三
十
日
㈱

午
前
十
時
か
ら

青
森
市
内
の
試
験
会
場

▼
試
験
科
目

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査

内
田
ク
レ

ペ
リ
ン
精
神
検
査

な
お
、
後
日
村
で
面
接
試
験

も
行
い
ま
す
。

▼
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
（
自
筆
で
記
入
）

〔
役
場
民
生
相
談
課
で
交
付
〕

㈲
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

証
明
書
及
び
成
績
証
明
書

③
資
格
免
許
等
の
あ
る
者
は

そ
の
写
し

㈲
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本

▼
書
類
の
提
出
期
限

平
成
二
年
八
月
二
十
日
㈲
ま

で
、
役
場
民
生
相
談
課
内
佐

井
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
与
等

佐
井
村
職
員
給
与
規
定
に
準

ず
る
。

▼
問
い
合
せ
先

役
場
民
生
相
談
課
ま
で

昔
（
三
八
）
二
一
一
一

自 衛 官 採 用 案 内

防衛庁では、平成 ３年３月

の高等学校卒業予定者等 を対

象に次 のとおり採用試験を行

い ます。

・二等陸・海・空士 （男子）

試験 日 ９月１７日（月）

試験場 むっ市

・二等陸・海・空士 （女子）

試験 日 １０月 ８日（金）

試験場 青森市

・ 航空学生

試験 日卜 次）９月２０日（木）

試験場 青森市

・一般曹候補学生

試験 日卜 次）９月２３日（日）

試験場 むっ 市

・曹候補士 （男子）

試験 日卜 次）９月２３日（日）

試験場 むっ 市

※受付、志願案内等は、自衛

隊むっ募集事務所 にお問い合

せください。 ０２２－７４８４



牛

滝

小

中

学

校

「
青
少
年
赤
十
字
」
を
結
成

七
月
十
八
日
、
牛
滝
小
中
学

校
体
育
館
に
、
全
校
児
童
・
生

徒
三
十
三
名
、
来
賓
、
関
係
者

な
ど
が
出
席
し
て
、
青
少
年
赤

十
字
登
録
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。青

少
年
赤
十
字
は
、
世
界
の

平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
青
少
年
自
身
が
日

常
生
活
の
中
で
、
望
ま
し
い
人

格
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
も
の
で
、
村
内
で
は

原
田
小
、
磯
谷
小
中
に
次
ぐ
、

三
番
目
の
登
録
に
な
り
ま
す
。

登
録
式
で
は
、
赤
十
字
の
父

と
い
わ
れ
る
ア
ン
リ
ー
デ
ュ
ナ

ン
像
へ
の
献
花
、
赤
十
字
旗
の

伝
達
、
柳
谷
校
長
の
式
辞
に
つ

づ
き
、
児
童
生
徒
会
長
の
坂
井

美
保
さ
ん
が
「
健
康
、
安
全
、

奉
仕
、
国
際
理
解
、
親
善
に
努

め
、
地
域
社
会
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
人
に
な
り
た
い
。」

と
、
力
強
い
発
表
が
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
佐
井
村
分
区
長
の
祝
辞

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

登
録
式
は
、
厳
粛
で
し
か
も

礼
儀
正
し
く
、
来
賓
の
方
々
に

感
銘
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

牛
滝
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

の
、
積
極
的
な
活
動
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

第
二
回

健

康

づ

く

り

町

内

対

抗

ナ

イ

タ

ー

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

▲ 「 ち か い」 を唱 和 す る 児童 生 徒 の み な さ ん

男 子 の 部

川

台

大
新
緑

川
原
町

原

田

矢

越

日
の
出

仲

浜

新

浦

磯

谷

優 勝 新 浦
準優勝 大新緑

３ 位 日の出
（３位決定戦による）

女子 の部

川
原
町

仲

浜

新

浦

日
の
出

大
新
緑

川

台

優 勝 大新緑
準優勝 仲 浜
３ 位 川原町
（３位決定戦による）

佐

井

村

中

央

公

民

館

選

俳

句
田
中
部
ヒ
サ

郭
公
の
樹
海
占
め
た
る
声
途
絶

え雨
垂
れ
に
打
た
れ
辞
儀
す
る
ペ

ン

ベ
ン
草

巻
き
髭
を
石

に
伸

ば
し
て
浜
豌

豆昼
顔
に
艫
綱
捕
ら
れ
主
亡
き
船

尺
蠖
の
の
半
身
宙
の
鎌
の
先

船
虫
の
隠

れ
速
し
や
夏
の
磯

干
し
綱
を
ど
さ
り
と
掛
け
て
暮

れ
る
夏

七
夕
に
主
退
院
と
妻
笑
顔

漁
火
の
夜
毎
数
増
す
夏

最
中

二
度
三
度
刈
ら
れ
て
も
強
し
夏

の
草がら

す

し
ぼ

子
鳥
の
声
を
搾
り
て
啼
き
に
け

石
戸
美
矢
子

草
笛
を
鳴
ら
し
童
の
頃
思
い

深
山
来
て
心
奪
わ
る
る
車
百
合

山
鳩
の
ひ
と
し
き
り
啼
き
遠
ざ

か
り

夏
帽
子
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
昼
下

（
原
発
視
察
）
大
坂

し
ん

雲
海
に
気
高
く
聳

ゆ
富
士
の
顔

雲
間
よ
り
下
界
の
万
緑
夢
う
っ

っ雲
去
り
て
夏
空
見
ゆ
る
大
洗

朝
露
に
彩
浮
き
立
た
す
杜

若

浜
中

よ
ん

背
丈
伸
び
色
と
り
ど
り
の
百
合

の
花

始
発

バ
ス
わ
れ
一
人
の
み
梅
雨

の
朝

灯
見

ゆ
胸
な
で
下
す
夏
の
旅

朝
日
浴
び
ふ
わ
ふ
わ
揺

れ
る
合

歓
の
花

川
岸
キ
ョ
子

紫
が
心
に
沁
み

る
茄
子

の
花

示

樽
へ
）

思
い
出
を
語
り
て
清
し
夏
料
理

娘
と
在
り
て
ひ
と
日
は
早
し
合

歓
の
花

雲
の
峰
舞
鶴
行
の
豪
華
船

本
村
さ
ち
子

花
菖
蒲
鮮
や
か
に
映
え
亡
友
偲

ぶ湯
上
り
の
喉
元
旨
し
泡
般
若

気
心
の
知
れ
し
集

い
や
ビ
ー
ル

酌
む

三
年
振
り
親
友
と
語
り
て
夜
の

っ
ま
る

雨
蛙
草
取

る
鎌
の
音
で
跳
ね

（
昭
和
三
十
三
年
）
緒
方

南
峰

あ
じ
さ
い
の
王
を
重
ね
て
梅
雨



第１８回子ども会防犯球技大会

・男子：ソフトボール

嗇 窄

潮

風

青

空

あ
す
な
ろ

や
ま
び
こ

は
ま
な
す

連

合

仲

よ

し

は
や
ぶ
さ

日

の
出

原

田

磯

谷

Ａブロック

Ｂブロック

（決勝トーナメント）

・女子：

ドッチボール

青 空

潮

凰

日
の
出

青

空

仲
よ
し

消

費

者

問

題

国

民

会

議

９０

青
森
大
会
に
参
加
し
て

大
佐
井

金
沢

弘
子

五
月
二
十
三
日
、
経
済
企
画

庁
と
県
が
共
催
の
「
消
費
者
問

題
国
民
会
議
９０
青
森
大
会
」
が

青
森
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
私
と
松
谷
三
枝
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
北
海
道
、
東
北

地
方
の
消
費
者
団
体
、
事
業
者

学
識
経
験
者
、
行
政
の
代
表
ら

約
六
百
人
が
参
加
。
消
費
者
問

題
に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
と
し
て
、
青
森
県

出
身
の
作
家
、
長
部
日
出
雄
氏

か
ら
「
自
分
ら
し
い
豊
か
さ
を

創
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
長
部
氏
は
、

故
郷
の
良
さ
は
離
れ
て
み
る
と

よ
く
わ
か
る
。
本
当
の
豊
か
さ

と
は
、自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
、

地
域
に
過
去
（
古
い
も
の
）
現

在
、
未
来
（
夢
）
が
あ
る
所
だ

と
思
う
、
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
青
森
市
の
は
ま

な
す
マ
ザ
ー
ス
コ
ー
ル
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
続
い
て
。

「
地
域
性
を
生
か
し
た
ゆ
と
り

の
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
フ
ン
ヨ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

経
済
的
に
は
、
ま
す
ま
す
豊

か
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
数
字
が
示
す

程
に
は
国
民
は
実
感
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
亶
］の
豊
か
さ

と
は
、
物
質
面
だ
け
で
な
く
、

心
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
、

そ
し
て
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
で

は
な
い
か
と
思
う
。
自
然
が
多

い
青
森
県
も
ま
た
、
あ
る
意
味

で
は
豊
か
な
の
で
は
な
い
か
。

消
費
者
一
人
一
人
が
も
う
一
度

地
域
を
見
直
し
て
み
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

に
入

る

桐
の
花
祖
母
の
忌
近
く
な
り
に

け
り

満
天
の
星
を
集
め
て
青
田
更
く

プ
ラ
カ
ー
ド
薫
風
の
下
林
な
す

爽
涼
と
稲
田
を
亘

る
風
を
背
に

大
石
健
次
郎

び
っ
し
り
と
浜
昼
顔
の
留
守
番

屋陽
は
西
へ
浜
大
根
の
花
に
凰

首
ふ
り
て
獲
物
引
き
ず
る
蟻
の

道炎
天
下
ス
カ
ー
ト
面
白
く
大
股

に（
願
掛
祭
三
句
）
上
山

実

願
掛
岩
の
裾
引
き
入
れ
て
夏
の

海祭
典
の
巨
岩
映
し
て
海
光
る

祭
太
鼓
巨
岩
の
底
ま
で
響
き
あ

りそ
こ
に
見
え
歩
め
ば
遠
し
夏

の

山万
緑
を
映
し
て
一
番
除
草
か
な

炎
天
の
肩
に
く
い
こ
む
追
肥
龍

短

歌
木
村
さ
ち
子

開
発

の
波
に
押

さ
れ
て
我
が
愛

で
し
山
藤
の
木
の
跡
形
も
な
し

石
戸
美
矢
子

水
面

に
波
紋
広
が
り
ゆ
く
如
き

一
つ
の
訃
報
わ
れ
は
聞
き
た
り

老
い
し
義
母
う
す
き
手
の
平
擦

り
や
る
哀
れ
む
わ
れ
に
只
頷
き

ぬ

大
坂

し
ん

村
民
の
笑
顔
集
い
し
大
会
に
揃

い
の
浴
衣
の
佐
井
音
頭
踊
る

海
胆
漁
を
終
え
し
心
を
弾
ま
せ

て
原
発
視
察
に
初
の
空
旅

川
岸
キ
ヨ
子

窓
外
に
幾
山
河
の
続
き
け
り
生

ま
れ
し
土
の
広
き
を
思
う

疲
れ
き
て
黙
し
語
ら
ぬ
夫
な
る

も
海
豚
シ
ョ
ー
見
て
拍
手
送
れ

（
野
の
声
）
大
石
健
次
郎

山
貂
に
も
尊
厳
死
あ
り
い
の
ち

絶
え
牙
む
き
だ
し
て
樹
の
葉
の

陰
に

山
貂
の
骸
抱
け
ば
軽
く
し
て
野

性
の
命
ひ
と
つ
が
滅
ぶ

相
続
き
熊
撃
ち
殺
さ
れ
し
噂
立

つ
そ
の
瞳
つ
ぶ
ら
に
澄
み
い
る

も
の
を

血
濡
ら
せ
し
熊
肉
食
ら
い
宴

歌

殺
し
て
や
ま
ぬ
「
ど
こ
ま

で
や
る
さ
」

夜
の
更
け
に
笛
吹
く
如
く
虎

鶫

鳴
き
止
ま
ざ
り
し
ペ
ン
止

め
聴
き
ぬ



出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
机
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
う
拉
る
み
な

さ
ん
。
お
元
気
万
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
け
ず
。

お
盆
も
近
く
な
つ
、
み
な
さ
ん
が
帰
郷
す
る
日
七
七
今
可
ぐ
で

す
ね
。

「
事
故
」
が
多
い
時
期
で
す
。
健
康
と
安
全
匚
は
十
分
留
意
し
て

家
族
の
待
つ
故
郷
へ
元
気
怠
姿
了
お
帰
り
く
だ
さ
い
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
で
明
る
い
出
稼

ぎ
月
間
」
実
施
中

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
は
、
「
安

全
で
明
る
い
出
稼
ぎ
月
間
」
で

す
。こ

の
出
稼
ぎ
月
間
は
、
出
稼

ぎ
に
伴
う
諸
問
題
の
発
生
を
未

然
に
防
止
し
、
出
稼
労
働
者
の

安
全
就
労
と
留
守
家
族
の
不
安

を
除
去
す
る
た
め
実
施
す
る
も

の
で
す
。

出
稼
ぎ
就
労
に
当
っ
て
ば
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
事
故
や

病
気
、
賃
金
の
不
払
な
ど
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

・
「
出
稼
労
働
者
手
帳
」
を
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
就
労
前
に
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
つヽ
。

・
留
守
家
族
と
よ
く
連
絡
し
合

い
ま
し
ょ
う
Ｏ

・
働
い
た
日
時
、
場
所
な
ど
を

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
退
職
す
る
日
を
、
早
目
に
事

業
所
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
事
故

や
賃
金
不
払
の
と
き

は
、
す
ぐ
労
働
基
準
監
督
署

か
青
森
県
県
外
事
務
所
に
連

絡
し
ま
し
ょ
つヽ
。

○スローガン

・安全就労、賃金

ネ

払の確保

・事故見舞金給付制度への加入

促進

・有給休暇の普及促進

【写真】小学生陸上競技大会

Ｕ

タ

ー

ン

就

職

希

望

者

登

録

の

受

付

を

行

っ

て

い

ま

す

こ
の
度
佐
井
村
で
は
、
県
外

に
就
職

し

て

い
る
方

で

地
元

（
県
内
）

に
就
職
を
希
望
し
て

い
る
方
々
（
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希

望
者
）
の
登
録
の
受
付
を
行
っ

て

い

ま
す
。
こ

の
登
録

は
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
に
地
元
企

業
の
雇
用
情
報
を
提
供
し
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
安
心
し
て

Ｕ
タ
ー
ン
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
事
業
で
す
。

登
録
に
つ
い
て
は
個
人
の
秘

密

は

厳

守

し

て
取

り

扱

い

ま

す

。

地

元

に

Ｕ

タ

ー

ン

就

職

を

希

望

す

る
方

は

気

軽

に

役

場

開

発

室

、

ま

た

は

民

生

相

談

課

の
窓

口

に

お

い

で

い

た

だ

き

登

録

し

て

く

だ

さ

い

。

登

録

は

本

人

で

な

く

て

も

親

元

の

父

兄

の

方

で

も

で

き

ま

す

。

詳

し

い

こ

と

は

、

役

場

開

発

室

、

ま

た

は

民

生

相

談

課

ま

で

お

問

い
合

せ

く

だ

さ

い

。

雫

（
三

八

）

ニ

ー
一

一

在

宅

栄

養

士

の

再

教

育

講

習

会

を

開

催

し

ま

す

青

森

県

で

は

、

各

市

町

村

が

行

う

健

康

教

育

・

健

康

相

談

等

の

保

健

事

業

を

は

じ

め

と

し

た

各

種

の

健

康

づ

く

り

事

業

に

協

力

す

る

、

意

欲

の

あ

る
在

宅

栄

養

士

の

発

掘

を

行

っ

て

い

ま

す

。在

宅

栄

養

士

で

保

健

事

業

等

に

協

力

し

て

い

た

だ

け

る

方

を

対

象

に

、

保

健

所

で

再

教

育

講

習

会

を

実

施

し

ま

す

。

講

習

会

の

修

了

者

を

登

録

す

る
こ

と

に

よ

り

、

栄

養

士

バ

ン

ク
を

保

健

所

に

開

設

し

、

今

後

の

健

康

づ

く

り

事

業

の

マ

ン

パ

平 成 ２ 年 度

佐 井 村 成 人 式

対 象者 昭和４５年 ４月 ２［１～

昭和４６年４月１ 日ま

でに出生さ れた方

日 時 平成 ２年８月１５日（水）

午前１０時～

会 場 津軽 海峡文 化館

（アルザス）



保

険

税

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
も

と
も
と
困
っ
た
と
き
に
、
お
互

い
に
助
け
合
お
う
と
い
う
相
互

扶
助
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た

制
度
で
す
か
ら
、
国
保
に
加
入

す
る
と
同
時
に
、
世
帯
主
は
、

保
険
税
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
申
す
ま
で

も
な

く
、
み
な
さ
ん
が
、
病
気
や
ヶ

ガ
を
し
た
と
き
の
費
用
に
あ
て

ら
れ
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
と

合
わ
せ
て
、
国
保
運
営
に
は
重

要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
計
算
の
し
か
た

保
険
税
は
、
市
町
村
に
よ
っ

て
多
少
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
、
次
の
計
算

方
法
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額
の

合
計
が
、
一
年
間
の
保
険
税
と

な
り
ま
す
。

○
所
得
割
額
－

世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

○
平
等
割
額
－

一
世
帯
に
い
く

ら
と
定
額
で
計
算
し
ま
す
。

○
均
等
割
額
－

加
入
者
の
数
に

応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

○
資
産
割
額
－

世
帯
の
資
産
に

応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
が

加
入
し
た
り
、
や
め
た
り
し
た

と
き
は
、
保
険
税
は
月
割
で
計

算
さ
れ
ま
す
。

魚 お も し ろ 雑 学

さ 人 ま
秋 刀 魚

（
お
も
し
ろ
魚

健
康
読
本

よ
り
）

２０代の女性の８６．９％が悪

性貧血といわれています。

その主な原因はきゅうく
つな下着で身体を締めつけ
ているため。これをゴムひ

も締めつけ症候群と呼んで
います。

サンマに含まれるコバル
ト性のビタミンＢ１２は細い

血管の部分の血の循環を改
善し、この悪性貧血予防に

たいへん効果的です。

・・１・ 医 療 費 の 状 況 黔・

－ ４ 月 の 診 療 分 一

国保（若人分）
加入者数２，０５８人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 ２４ ４２９ ６、１７１、５８０ ２５７，１４９ ２，９９９

人 院 外 ８０１ １，６１９ ８、１０４、２１０ １０，１１８ ３，９３８

歯 科 １１４ ２７９ １，３３７，０４０ １１，７２８ ６５０

薬剤の支給 ８１ ９８回 ５６０，１００ ６，９１５ ２７２

計 １，０２０ １６，１７２，９３０ １５，８５６ ７，８５９

退 職 者 医 療 加入者数 ５４人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医疸費 一人当医療費

人 院 １ ３０ ２８４，３１０ ２８４，３１０ ５，２６５

人 院 外 ３５ ６１ ５０６，４４０ １４，４７０ ９，３７９

歯 科 ３ ７ ３０，０５０ １０，０１７ ５５６

薬剤の支給 ６ ９回 ４８，４１０ ８，０６８ ８９６

計 ４５ ８６９，２１０ １９，３１６ １６，０９６

老 人
医 療

対 象者数 ４４２人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 ２５ ４５４ ５，８３５，１４０ ２３３、４０６ １３，２０２

人 院 外 ４３５ １，０９６ ７，３７５，３５０ １６、９５５ １６，６８６

歯 科 １６ ３０ １００、４５０ ６．２７８ ２２７

薬剤の支給 ３９ 皿回 ４４６、５５０ １１，４５０ １，０１０

計 ５１５ １３，７５７，４９０ ２６，７１４ ３１，１２６

ワ
ー
と
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

在
宅
栄
養
士
と
し
て
活
動
を

希
望
す
る
方
は
、
役
場
民
生
相

談
課
に
備
え
付
け
の
「
在
宅
栄

養
士
再
教
育
講
習
会
受
講
希
望

者
調
査
表
」
に
記
入
の
う
え
、

八
月
三
十
一
日
ま
で
、
む
っ
保

健
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

む
っ
保
健
所
保
健
予
防
課

昔
○
一
七
五
（
二
三
）
二

三
二

「
怪

じ

ゅ

う

が

町

に

や

っ

て

き

た

」

ｉ

劇

団
フ

ー

タ

ー

と

き

九
月
二
十
一
日
窗

開
場

午
後
六
時

開
演

午
後
六
時
半

と
こ
ろ

む
っ
市
民
体
育
館

後

援

佐
井
村
教
育
委
員
会

む
っ
市
教
育
委
員
会

※
し
も
き
た
子
ど
も
劇
場
で
は
、

た
だ
今
、
会
員
募
集
中
で
す
。

▼
入
会
金

三
〇
〇
円

▼
会

費

八
〇
〇
円

お
問
い
合
せ
は
、

昔
二

丁

五

二
七
六
ま
で
。

水
の
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
の
水
遊

び
に
は
、
必
ず
保
護
者
や
大
人

が
同
伴
し
、
子
ど
も
、
特
に
幼

児
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
岩
壁
や
河
岸
、
船
着
場
な
ど
、

子
ど
も
が
転
落
す
る
恐
れ
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で

い
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
声
を

か
け
、
安
全
な
場
所
に
移
動
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児

が
い
る
家
庭
で
は
、
浴

そ
う
や
洗
濯
機
な
ど
に
、
水
を

入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
近
く
の
用
水
だ
め
や
溝
な
ど

を
点
検
し
、
危
な
い
所
は
十
分

な
防
護
措
置
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
Ｏ

む つ 総 合 病 院

休 診 の お し ら せ

平成 ２年 ８月２０日（月）は病

院創立記念 日のため休診と

します。

ただし、救急患者につい

ては受付し ます。

ａ （２２）２１１１



⑧⑩⑥
佐井村民

体育大会

初
夏
の
青
空
が
広
が
っ
た
七

月
一
日
、
佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
会
場
に
、
融
和
・
親
睦
・

連
帯
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
第
二
十
九
回
村
民
体
育
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。原

田
地
区
か
ら
牛
滝
地
区
ま

で
の
十
三
チ
ー
ム
か
ら
、
老
若

男
女
千
百
余
名
の
選
手
が
参
加

し
、
二
十
種
目
に
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
初
夏
の
青
空
に
一

日
中

歓
声
が
響
い
て

い
ま
し

選 手 宣 誓 ／ 入 場 行 進 ／

ゴールまであと少し７

尻 圧 測 定 ｙ

早く！早く ／ 右、左、右、左！

一 歩 リ ー ド ／

ゴ ール イン ／ ラストスパートフ

ねらいをつけてノ フレーフフレー？ カンガルーリレー？



進まないようｙ

貴方と私でドッキンコ ノ

人 つ だ ／人 つ だ ／

スペースシャトル フ ワッショ イ ．／ワッショイ ．／

ガン バレ ー ／

ヨーイ・ドン ？

アツアツ競争 ／バトン フバトン ？ゴ ー ル イン フ



保 健 婦 だ よ り

佐井村の脳卒中

後遺症者の現状

～脳卒中実態調査の

結果から～

８月・保健事業

１日（水）

７日㈹ 健康相談日

２０日［月

］

受付

２７日（月） 午前９時～１２時

場所 役場健康相談室

２２日（水） リハビリ教室

時間 午後１時～３時

場所 アルザス

２７囗 乳児・３歳児検診

対象

（乳児）

平成２年４月生・１月生

平成元年８月～１０月生

（３歳児）

昭和６２年１月～３月生

は
じ
め
に

佐
井
村
は
、
老
人
人
口
が
す
で
に
十
七
％
を
超
え
、
深
刻
な
高
齢
化
社
会
口
あ
つ
ま
ず
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
在
宅
脳

卒
中
後
遺
症
者
の
多
く
は
、
家
庭
に
お
い
て
十
分
な
看
護
と
必
要
な

訓
練
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
、
在
宅
脳
卒
中
後
遺
症
者
に
社
会
参
加
（
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
）
と
残
っ
た

機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、
寝
た
き
つ
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
村
で
は
「
リ
ハ

ビ
リ
教
室
」
を
始
め
ま
し
た
。

リ
ハ

ビ
リ
教
室
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
在
宅
脳

卒
中
後
遺
症
者
の
か
か
え
て
い
る
問
題
は
何
か
。

日
常
生
活
動
憚
の
な
か
で
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
の
は
ど
こ
か
。
退
院
後
の
機
能
訓
練
は
実
際
回
行
な

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
意
欲
は
あ
る
か
。
な
ど
具
体
的
に
細
か
な
実
態
把
握
万
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

脳
卒
中
実
態
調
査
（
保
健
婦
の
聞
き
と
０
調
査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

調

査

結

果

－

①
平
成
元
年
十
二
月
現
在
の
在

宅
脳
卒
中
後
遺
症
者
は
七
十
一

名
（
男
三
十
八
名
、
女
三
十
三

名
）
お
り
、
そ
の
年
齢
別
は
表

二
の
通
り
で
す
。
七
十
～
八
十

歳
代
が
四
五
・
五
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
六
十
歳
代
の
二

九
・
七
％
。
六
十
歳
代
以
上
の

者
が
全
体
の
七
五
・
一
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

②
居
住
地
区
は
全
体
の
六
十

二
％
が
役
場
近
効
の
両
佐
井
地

区
に
居
住
し
て
お
り
、
他
の
地

区
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。

（
表
匸

③
日
常
生
活
の
自
立
状
況
は
、

自
立
し
て
い
る
者
が
全
体
の
六

七
・
二
％
お
り
、
ね
た
き
り
で

は
九
・
四
％
で
し
か
。
（
表
三

①
日
常
生
活
動
作
の
自
立
の
程

度
を
表
三
に
示
す
よ
う
に
自
立

が
最
も
困
難
で
あ
る
の
が
歩
行

で
あ
り
、
次
に
清
潔
・
書
字
・

食
事
・
排
泄
・
衣
服
の
着
脱
の

順
で
し
た
。

③
病
名
別
で
は
、
脳
梗
塞
・
脳

血
栓
が
四
三
・
八
％
と
約
半
数

を
占
め
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出

血
が
二

子

四
％
と
全
体
の
四

分
の
一
を
占
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
脳
卒
中
で

も
、
つ
ま
っ
た
あ
た
り
が
多
い

の
は
、
全
国
的
傾
向
で
す
。

表１ 地区別脳卒中患者数及び調査数

表２ 年齢階級別日常生活の自立の状態



病
臥
年
数
を
み
る
と
六
年
以

上
を
越
え
る
も
の
が
半
数
を
占

め
ま
し
た
。

⑥
保
健
婦
に
よ
る
判
断
で
リ
（

ビ
リ
（
機
能
訓
練
）

が
必
要
と

思
わ
れ
る
者
三
十
八
名
（
全
体

の
五
九
・
四
％
）
の
う
ち
、
二

十
二
名
（
全
体
の
三
四
・
四
％
）

に
リ
（

ビ
リ
の
意
欲
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
意
欲
が
欠
け
て
い

る
と
思
わ
れ
る
者
が
十
六
名
、

全
体
の
二
五
・
〇
％
に
及
ん
で

い
ま
す
。
ね
た
き
り
者
は
、
ほ

と
ん
ど
意
欲
に
欠
け
て
い
ま

す
。
（
表
四
）

⑦
機
能
訓
練
に
参
加
を
希
望
し

て
い
る
者
二
十
名
（
全
体
の
三

丁

二
％
）
参
加
を
希
望
し
な

い
者
四
十
四
名
（
全
体
の
六

八
・
八
％
）
。
（
表
五
）

保
健
婦
の
判
断
で
、
リ
（

ビ

リ
必
要
と
思
わ
れ
る
者
三
十
八

名
の
う
ち
、
参
加
を
希
望
し
な

い
者
は
二
十
三
名
と
約
半
数
あ

り
ま
し
た
。
参
加
で
き
な
い
理

由
と
し
て
、
人
中
に
入
る
の
を

嫌
う
八
名
、
排
泄
面
の
心
配
三

名
、
訓
練
効
果
が
期
待
で
き
な

い
一
名
、
歩
行
困
難
（
長
距
離
）

二
名
、
同
年
代
の
人
が
参
加
し

な
い
一
名
、
ね
た
き
り
で
運
搬

困
難
六
名
、
未
記
入
二
名
で
し

た
。

ま

と

め

＝

以
上
の
結
果
か
ら
在
宅
脳
卒

中
後
遺
症
者
は
、
引
っ
込
み
思

案
で
屋
外
の
活
動
や
社
交
的
な

集
り
に
出
ず
、
家
庭
内
で
過
ご

す
時
間
が
多
い
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

こ
れ
が
本
人
自
身
の
能
力
低

下
と
家
族
の
心
理
的
負
担
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
定
期
的
に
集
め
、

本
人
の
能
力
維
持
の
た
め
簡
単

な
訓
練
、
ゲ
ー
ム
な
ど
グ
ル
ー

プ
で
行
う
と
同
時
に
日
頃
の
悩

み
や
心
配
事
を
お
互
い
に
話
し

合
う
機
会
が
必
要
で
す
。

表３ 日常生活動作の状況

表４ 現在の状況別 意欲の状況（保健婦の判断）

表５ 機能訓練の参加希望状況

ｊむ つ 保 健 所 老 人 精 神 保 健

相 談 指 導 事 業 の お し ら せ

むつ保健所では、老人痴呆（ボ

ヶ）問題に対処するため、老人精

神保健相談指導事業を実施してい

ます。

老人痴呆の問題でお悩みの方は、

お気軽に活用してください。

事業の内容は、次のとおりです。

○相談窓口を設置してい ます。

精神科医師と保健婦が対応

毎月第４木曜日

午後１時３０分～午後２時３０分

○保健婦による訪問指導を行いま

す。

○特に必要な場合は、医師が家庭

訪問を行います。

問い合わせ先 むつ保健所

電話（２４）１２３１・１２３２

ねたきりにならないためには

健康な手足を自分で

動かすことが大切



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

交

通

安

全

家

族

会

議

大
佐
井

山
本
正
志
さ
ん
宅

・１・家族構成・・・

正

志

６１
歳

よ

ね

６１
歳

正

典

３７
歳

秀

子

３３
歳

綾

子

６
歳

結
香
子

４
歳

尚

也

１
歳

会

こ
ん
ば
ん
わ
。

秀

ど
う

ぞ
よ
っ
て

く
だ

さ

い
。

会

忙
し
い
と
こ
ろ
す
み
ま
せ

ん
。み

な
さ
ん
、
自
動
車
の
運

転
な
さ
る
よ
う
で
す
け
ど
、

い
つ
頃
免
許
取
っ
た
ん
で
す

か
。

志

そ
う
だ
な
。
あ
れ
は
昭
和

三
十
二
年
だ
っ
た
か
な
。
東

京
で
さ
。

典

ぼ
く
は
四
十
七
年
に
青
森

で
。

秀

私
は
五
十
五
年
に
む
つ
で

取
り
ま
し
た
。

よ

父
さ
ん
は
船
乗
り
で
、
青

森
～
大
間
～
佐
井
と
、
八
幡

丸
と
い
う
定
期
船
に
乗
っ
て

い
た
け
ど
、
や
め
て
東
京
へ

行
っ
て
取
っ
た
の
。

志

あ
の
頃
、
退
職
金
の
三
万

円
持
っ
て
行
っ
た
の
さ
。
東

京

さ
下

宿
し

て
三

週
間

か

か
っ
た
よ
。
で
も
い
く
ら
か

残
っ
た
な
。

会

そ
の
当
時
、
佐
井
で
は
誰

か
他
に
免
許

も
っ
た
方
は
。

志

そ
う
だ
な
。
東
出
犬
さ
ん
、

辻
さ
ん
と
か
位
か
な
。

よ

内
田
米
屋
の
父
さ
ん
も
い

だ
っ
た
。
三
輪
車
に
乗
っ
て

た
よ
。

８ 月 ３０ 日 で

交 通 事 故 死 ゼ 囗

２，５００日 の目 標 が

達 成 さ れ ま す

＝みなさんの協力を

お願いします＝

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 一 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

Ｏ飲酒運転による死者は、死者全体の３５％

Ｏシートベルトを着けていないと、６倍の死亡率

今
月
の
交
通
安
全
標
語

飲
ん

だ
ら
乗

る
な

（

ン
ド
ル
握

る
な

暴

走

車
で
す

坂

井

一

己
シートベルト しめる心が 身を守る



会

い

つ
だ
っ

た

か

テ
レ

ビ

で
、
今
で
も
三
輪
車
を
使
っ

て
い
て
、
小
回
り
が
き
い
て

と
て
も
い
い
っ
て
話
し
て
た

父
さ
ん
は
こ
の
頃
、
子
守

り
し
て
い
る
よ
う
で
す
け
ど
。

よ

前
は
栃
木
県
の
日
本
舗
道

に
務
め
て
い
た
け
ど
、
今
は

家
で
。

志

「
ほ
く
と
」
見
さ
行
く
の

よ

ア

ル

ザ
ス

で

ド

ン

ド
コ

や
っ

て

い

る
と

さ

わ
ぐ

の

さ
。
（
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

の
祭
り
ば
や
七

会

お
姉
ち
ゃ
ん
、
学
校
に
な

れ
ま
し
た
か
。

綾

は
い
。

会

通
学
路
で
ど
こ
が
一
番

あ

ぶ
な
い
か
な
。

秀

浦
町
の
方
は
い
い
け
ど
、

大
き
い
道
路
に
出
て
横
断
す

る
と
き
、
少
し
あ
ぶ
な
く
て
。

会

横
浜
商
店
の
所
ね
。
そ
れ

に
朝
は
車
が
多
い
し
て
の
。

秀

川
村
さ
ん
の
姉
妹
が
ね
、

年
が
一
緒
だ
か
ら
、
こ
の
頃

仲
よ
く
遊
ん
で
い
る
の
。

会

よ
か
っ
た
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
昔
は
、
佐
井
村

の
車
は
ど
う
で
し
た
が
。

志

当
時
は
二

∴
二
台
し
が
な

か
っ
た
な
。
人
は
道
路
の
真

中
を
歩
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ

で
、
車
の
方
が
人

の
間
を

ぬ
っ
て
走
っ
た
も
ん
だ
。

よ

八
谷
さ
ん
の
近
く
に
変
電

所
が
あ
っ
て
、
電
工
さ
ん
も

三
輪
車
を
運
転
し
て

い
た

の
。

志

土
の
道
だ
し
幅
も
狭
か
っ

た
し
。

会

兄
さ
ん
の
方
は
。

典

青
森
に
下
宿
し
て
取
っ
た

よ
。
当
時
で
も
割
と
か
く
さ

ん
の
人
が
取
っ
て
た
よ
。

免
許
く
る
ま
で

Ｉ
週
間
く

ら
い
か
か
っ
た
か
な
。

会

今
と
ど
う
違
い
ま
す
か
。

典

四
十
七
年
ご
ろ
か
ら
変
っ

て
き
た
。

前
は
学
科
六
十
問
、構
造
四
十

問
と
あ
っ
た
が
、今
は
科
百
問

に
な
っ
て
い
る
し
て
の
。

秀

子
育
て
で
私
は
し
ば
ら
く

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ

た
の
。

こ
の
頃
運
転
し
て
き
て
、

よ
う
や
く
む
つ
市
ま
で
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会

運
転
し
て
一
番
怖
い
と

思
っ
た
こ
と
は
。

典

子
ど
も
の
飛
び
出
し
だ
の
。

秀

奥
戸
で
あ
っ
た
の
。
父
さ

ず
び
っ
く
り
し
て
さ
。
私
も

子
ど
も
は
気
を
つ
け
て
見
て

い
る
ん
だ
い
。

志

物
売
り
の
車
も
来
る
と
あ

ぶ
な
い
の
。

い
つ
子
ど
も
や
大
人
も
出

て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
し

て
。

会

東
京
の
方
は
、
ど
う
い
う

こ
と
が
あ
ぶ
な
い
で
す
か
。

志

雪
が
降
れ
ば
困
る
の
。
都

会
の
人
た
ち
は
雪
の
怖
さ
を

知
ら
な
い
し
て
の
。

車
間
距
離
を
取
ら
な
い
で

ど
ん
ど
ん
走
っ
て
き
て
ぶ
つ

が
る
も
の
。

典

私
も
国
道
四
号
線
で
ぶ
つ

け
ら
れ
て
さ
。
信
号
待
ち
し

て
た
の
さ
ぶ
つ
か
っ
て
き
て

さ
。
六
台
が
次
々
と
。
居
眠

り
運
転
で
な
か
っ
た
か
な
。

よ

今
は
女
の
運
転
手
で
も
、

ど
ん
ど
ん
飛
ば
し
て
い
る
し

て
の
。
父
さ
ん
だ
ば
安
全
運

転
し
て
い
る
し
て
の
。

典

追
い
越
し
禁
止
で
も
、
平

気
で
追
い
越
し
て
行
く
も
の
。

秀

車
の
後
ろ
に
つ
か
れ
る
と

い
や
だ
け
ど
ね
。

志

今
は
車
の
性
能
も
す
ご
く

よ
く
て
、
踏
め
ば
す
ぐ
ス

ピ
ー
ト
出
る
し
て
の
。

会

こ
の
間
、
山
崎
商
店
の
所

で
事
故
が
あ
っ
て
、
旅
の
車

だ
け
ど
、
一
時
停
止
し
な
い

で
飛
び
出
し
て
。

秀

標
識
見
な
か
っ
た
の
か
な
。

会

雪
で
消
え
て
い
て
、
わ
か

ら
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

で
も
交
差
点
で
は
徐
行
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
。

秀

旅
の
人

が
標
識
見
な
い
で

一
方
通
行
の
所
に
入
っ
て
き

た
の
を
、
う
ち
の
父

さ
ん
が

教
え

た
と
き
も
あ
っ
た
よ
。

都
会
の
人
は
、
大
き
い
道

路
ば
か
り
走
り
な
れ
て
い
て

田
舎
の
狭
い
道
は
大
変
だ
べ

さ
ね
。

会

人
身
事
故

が
一
番
怖
い
か

ら
ね
。

こ
れ
か
ら
も
気
を
つ
け
て

運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
今
日

は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定
期
巡
回
相
談
所
開
設
日
程

八
月
十
六
日
困
に
μ

Ξ
ま

む
つ
市
市
民
相
談
室



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

２１‘０１７７－２３－２３７９

生命保険と税多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気

や

交
通
事
故

な
ど
、
突
然
の
災
難

に
備
え
て
生
命
保
険
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
生
命
保
険
に
は

税
金
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

「
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
」

所
得
税
を
計
算
す
る
際
に
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
額
に
応
じ

て
、
一
定
額
が
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
一

生
命
保
険
契
約
の
保
険
料
を

だ
れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ

り
、
相
続
税
も
し
く
は
贈
与
税

ま
た
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

財産の運用と税財
産
の
運
用
に
よ
る
利
益

は
、
そ
の
所
得
の
内
容
に
よ
っ

て
、
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、

事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
、
一
時

所
得
、
雑
所
得
に
区
分
さ
れ
、

そ
の
課
税
の
方
法
も
さ
ま
さ
ま

で
す
。

こ
の
う
ち
、
利
子
所
得
（
預

貯
金
や
公
社
債
の
利
子
、
貸
付

信
託
、
金
銭
信
託
、
公
社
債
投

資
信
託
の
収
益
の
分
配
）
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
二
十
％

の
税
率
で
源
泉
徴
収
さ
れ
、
こ

れ
で
課
税
関
係
が
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
源
泉
分
離
課
税
と

い
う
制
度
で
す
。

な
お
、
お
年
寄
り
な
ど
に
対

し
て
は
、
利
子
所
得
の
非
課
税

制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

８

月

３ １

ＥＩは

村 県 民 税 （ ２ 期 ）の

納 期 限 で す
。

＝納期内納付にご協力ください＝

個人事業者の方の
消費税の中間申告と
納税は８月３１日まで

個人事業者の方で、平成
元年分の消費税額が６０万円
を超える方は、中間申告が
必要です。

中間申告により納付すべ
き税額は、平成元年分の消
費税額に１２分の６を乗じた
金額です。
消費税の中間申告と納税

をお忘れなく。
詳しくは、最寄りの税務

相談室や税務署にお尋ねく
ださい。

国民年金の納付組織に
加入しましよう

ど
の
よ
う
な
方
法
で
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す

か
？国

民
年
金
の
保
険
料
は
、
加

入
し
て
い
る
人
が
自
主
的
に
、

役
場
や
銀
行
な
ど
に
納
め
に
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
し
て

い
る
人
に
と
っ

て
、
こ
れ
は
大
変
に
め
ん
ど
う

な
こ
と
で
「
そ
の
う
ち
に
…
…
」

と
思
っ
て
い
る
と
忘

れ
て
し

ま
っ
た
り
、
納
付
期
限
に
間
に

あ
わ
な
か
っ
た
り
な
ど
し
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
納
め
に
行
く
」
手

間
を
省
き
、
「
納
め
忘
れ
」
の

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
、
地
域

の
人
達

が
集
ま
っ
て
作
っ
た

「
国
民
年
金
納
付
組
織
」
が
あ

り
ま
す
。

納
付
組
織
は
、
役
場
と
常
に

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
の

で
、
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
や
、

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
や
届
出
な

ど
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
が
納
付
組
織
に
加
入

し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



６４歳までの方は国民年

金に任意加入できます
国
民
年
金
で
は
、
六
十
歳
以

上
六
十
四
歳
ま
で
の
人
も
、
希

望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
の
届
出

が
遅
れ
た
り
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
っ
て
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資
格

期
間
が
足
り
な
い
人
は
、
任
意

加
入
し
て
期
間
を
満
た
せ
ば
、

年
金
を
受
給
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
て
も
満
額
受
給
で
き
な
い

人
は
、
納
付
期
間
を
増
や
し
て

年
金
額
を
多
く
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
し
て
い

る
人
は
、
任
意
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

一
、
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
を
繰
り
上
げ

て
受
給
し
て
い
る
人
。

二
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
。

二
十

歳

に

な

っ

た

ら

国

民

年

金

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
二
十
歳

の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

成
人
＝
二
十
歳
を
迎
え
、
一

人
前
の
大
人
と
し
て
行
動
す
る

と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
法
律
や
生

活
の
知
恵
が
必
要
と
な
り
ま

す
。国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

も
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
な
の
で

す
。国

民
年
金
は
、
囗
本
の
公
的

年
金
制
度
の
基
礎
と
し
て
、
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
、
職
場
で
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
以
外
の
人
は
、
二
十

歳
の
誕
生
日
に
な
っ
た
ら
、
成

人
と
し
て
の
義
務
と
責
任
、
そ

し
て
自
分
自
身
の
将
来
の
た
め

に
も
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
手
続
き
は
、
印
鑑
を

持
っ
て
役
場
民
生
相
談
課
国
民

年
金
の
係
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

入
道
雲
に
は
、
地
方
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
。

坂
東
太
郎
、
信
濃
太
郎
、
丹
波
太

郎
、
岩
見
太
郎
、
比
古
太
郎
な
ど

で
す
。
あ
な
た
の
地
方
で
は
、
ど

ん
な
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
ら
の
名
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
太
郎
と
い
う
男
性
の

名
が
付
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

入
道
雲
は
、
稲
妻
や
雷
鳴
、

夕
立
な
ど
を
も
た
ら
す
暴
れ

ん
坊
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

入
道
雲
と
い
う
と
、
夏
に

海
水
浴
場
な
ど
で
見
か
け
る

豪
快
な
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

俳
句
の
歳
時
記
で
も
、
夏
の
季
語

に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
入
道

雲
の
上
の
ほ
う
は
、
氷
の
結
晶
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
夏
ば

か
り
で
な
く
、
冬
に
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

入
道
雲
は
、
気
象
学
で
は
積
乱

雲
で
す
。
上
昇
気
流
の
た
め
に
で

き
る
雲
で
、
垂
直
に
大
き
く
伸
び
、

と
き
に
は
、
地
上
か
ら
一
万
三
千

メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

峰
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

る
の
で
、
峰
雲
と
か
雲
の
峰

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

’
鉄
床
（
か
な
と
こ
。
板
金
作

業
な
ど
の
台
、
鉄
砧
と
も
書

く
）
雲
と
い
わ
れ
る
の
も
同

じ
雲
。
雲
の
頂
が
平
ら
に
な

つ
て
、
鉄
床
に
似
て
い
る
の
で
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
雲
が
出
る
と
天
気
が
変
わ

る
二
と
が
多
い
の
で
、
特
に
海
水

浴
、
登
山
な
ど
の
と
き
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
八
月
一
日
か
ら
七

日
は
、「
観
光
週
間
」
。
観
光
地
の

自
然
や
文
化
財
は
、
わ
た
し
た
ち

み
ん
な
の
も
の
で
す
。
マ
ナ
ー
を

守
り
、
空
き
缶
な
ど
を
捨
て
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



貝

の

砂

出

し

＝
同
じ
”環

境
”
を
つ
く
る
＝

ア
サ
リ
や
（

マ
グ
リ
な
ど
、

具
類
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。

貝
類
を
料
理
す
る
前
に
気
を

つ
け
た
い
の
は
、
上
手
に
貝
の

砂
を
吐
か
せ
る
こ
と
で
す
。
う

ま
く
砂
を
吐
か
せ

る
に
は
、
貝

の
住
む

。
環
境
″
と
同
じ
条
件

を
つ
く
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。ア

サ
リ
や
（

マ
グ
リ
は
、
海

水
に
住
む
貝
な
の
で
、
コ

と
フ

一
杯
（
二
百
Ｃ
Ｃ
）
に
つ
き
、

塩
小
さ
じ
一
杯
の
、
海
水
に
近

い
濃
度
の
塩
水
を
ボ
ー
ル
に
つ

く
り
ま
す
。

ザ
ル
に
貝
を
入
れ
て
か
ら
、

塩
水
を
張
っ
た
ボ
ー
ル
に
浸
し

ま
す
。
こ
の
と
き
、
ザ
ル
が
ボ
ー

ル
の
底
に
つ
か
な
い
よ
う
、
二

上
二
個
の
小
石
を
置
き
、
台
所

の
隅
な
ど
、
暗
く
て
静
か
な
所

に
置
き
ま
す
。
半
日
く
ら
い
置

く
と
、
完
全
に
砂
を
吐
き
出
し

ま
す
。

ボ
ー
ル

の
底

に
小

石

を
置

き
、
ザ
ル
と
ボ
ー
ル
の
間
に
す

き
間
を
つ
く
る
の
は
、
吐
き
出

し
て
砂
を
ボ
ー
ル
の
底
に
落
と

し
、
貝
が
ま
た
砂
を
吸
い
こ
む

の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
ザ
ル
の

代
わ
り
に
、
網
を
敷
く
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
砂
出
し
に
は
、
塩
水

の
中
に
さ
び
た
ク
ギ
な
ど
、
金

気
（
鉄
分
）
の
も
の
を
入
れ
る

と
よ
い
と
、
昔
か
ら
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鉄
分
が

溶
け
て

（
さ
び
た
も
の
ほ
ど
溶

け
や
す

い
）
イ
オ
ン
を
生
じ
、

よ
り
海
水
に
近
い
状
態
に
な
る

た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
方
、
シ
ジ
ミ
は
淡
水
産
で

す
か
ら
真
水
で
、
し
か
も
煮
て

砂
出
し
を
し
ま
す
。
煮
は
じ
め

て
囗
が
開
い
た
ら
、
煮
汁
を
ふ

き
ん
で
こ
し
ま
す
。
死
ん
で
口

を
開
か
な
い
貝
も
捨
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

焼
き
（

マ
グ
リ
は
美
味
で
す

が
、
焼
い
て
貝

が
パ

″
と
開
き
、

お
い
し
い
汁
が
こ

ぼ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
汁
を
こ

ぼ
さ
な
い
た
め
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
外
測
に
で
て
い
る

蝶

番

の
凸
部
分
を
切
り
と
っ
て
焼
き

ま
す
。
す
る
と
、
貝
は
ゆ
っ
く

り
囗
を
開
け
、
汁
は
こ
ぼ
れ
ま

せ
ん
。

道路にやさしく。

思いやりを ／

道路は人が歩き、車が行き交うと

いった交通のためばかりでなく、電

線や電話線、ガス管、上・下水道な

どの収容スペースとしても、大きな

役割を果たしています。

８月は「道路をまもる月間」です。

道路にやさしく、思いやりを／

満！歳になります
七

戸

祐

也

お
尤

（
武
司

・
則
子

）

古

佐

井

若

山

涼

子

き

（
明
生
・
徳
子
）

古

佐

井

戸 籍の窓口
７月１７日現在

○ お 誕 生 お め で と う

長島太平洋 囗｜毎）大佐井

木下 清香（政美）古佐井

細間 勇（孝広）長 後

野村 陽子（：ＦＥ規）牛 滝

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 干 葉 悦 忠（大佐井）

吉 川 恵理子（東京都）

（ 木 部 浩 司［原 日］）

田 中 由香子（大佐井）

（ 竹 林 幸 仁（むっ市）

竹 本 初 恵（牛 滝）

（ 新 田 豊（磯 谷）
工 藤 直 美（江別市）

○ おく や み 申 し 上 げ ま す

柳田 秀春（清 春）福 浦

鈴木 はの（福太郎）大佐井

大畑 しぎ（憲 一）大佐井

東出 正義（きみ子）古佐井

、 山本長五郎（信 廣）古佐井

６月３０日現在人口（前月比）

男 １，８４５（ 土○）

女 １，８８２（ 十割

計 ３，７２７（＋１）

世帯数 １川 ３（＋１）
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